
令和５年１月

宮崎県 県土整備部

本県では「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を

計画的に進めることで、ストック効果の高い社会資本を整備し、安心

と希望を育む『みやざき新時代』の実現を目指します 

この事例集は、このような本県の取組を紹介します。

令和４年４月１５日 シンセン 新船 「フェリーたかちほ」就航 

わたしたちのくらしと
地域経済を支えるインフラ

宮崎県におけるインフラのストック効果事例集（vol.９）



目 次

※整備されたインフラが機能することによって、
整備直後から継続的に中長期にわたり得られる効果

ストック効果とは？
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大規模災害発生時に 支援路・代替路として機能 

熊本地震発生後において、東九州自動車道、
九州中央自動車道が被災地の復興及び九州全体の経済を支える役割を果たした 

求められるミッシングリンク解消と４車線化

九州縦貫自動車道の代替ルートとして機能

【中型車以上交通量（門川IC 清武南IC）】

1,440台/日

高速道路統計月報より算出

被災地への支援ルートとして機能

支援本部

日之影
拠点

高千穂
拠点

五ヶ瀬
拠点

被災地
阿蘇市・山都町等

東九州道・九州中央道

令和２年７月豪雨では、土砂崩れなどにより
九州縦貫自動車道で通行止めが発生
４車線区間であったことから
被害のない車線を活用し、早期に交通機能を確保

暫定２車線区間の４車線化

安全・安心の確保

ミッシングリンク解消

災害に強い
道路ネットワーク

南海トラフ地震発生時の支援ルート確保

高速道路が被災した際、早期の交通機能回復

南海トラフ地震発生時
東九州地域沿岸部は大津波により地域が孤立

(台/日)

平均
(H27、H29)

支援本部における支援物資の受け入れ状況 支援本部における支援物資の仕分け状況

熊本地震時
（H28.4）

約1.8倍
820台/日

東九州自動車道を利用して、被災地へ物資を輸送
また、宮崎・鹿児島から本州方面への物流ルートを確保
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H22 H26 R1 R5

1,200億円

1,400億円

1,600億円

1,800億円

2,000億円

1,300万人

1,400万人

1,500万人

1,600万人

1,700万人

H22 H26 R1 R5

人流・物流の活性化で 経済成長を牽引 高速道路の整備が地域の活性化につながる 

観光消費額 (H22)1,400億円 ⇒ (R1)1,800億円
観光客数 (H22)1,300万人 ⇒ (R1)1,600万人

観光客の増加

（観光客数） （観光消費額）
【県内観光客数・消費額推移】

1,411億円

1,349万人

1,503億円
1,447万人

1,832億円

1,588万人

企業立地件数 (H22 R1累計)３９８件

進む企業立地

398件

【県内企業立地件数推移（累計）】

令和4年12月

凡 例

開通区間（H23 ）

未開通区間

開通区間（ H22）

令和４年度開通予定

平成23年度以降の開通状況

製造品出荷額 (H22)13,120億円 ⇒ (R1)16,322億円

企業活動の活性化

【県内製造品出荷額等推移】

12,000億円

14,000億円

16,000億円

18,000億円

H22 H26 R1 R5

167件

32件

16,322億円

15,276億円

九州中央自動車道
「日之影深角 平底」間

開通式（R3.8.21）

開通間近 
東九州自動車道「清武南 日南北郷」

13,120億円

写真提供 宮崎河川国道事務所
（令和4年11月末撮影）

道の駅北郷（仮称）
日南市北郷町の旧役場跡地に

令和５年度整備予定

開通を見据えた地域活性化の取組

日高嶋工業団地

日南市では新たな工業団地造成を検討中

日高嶋工業団地
（平成29年に完売）

日南東郷IC

画像 Google 地図データ2022

「清武南 日南北郷」間の開通により、日南市から宮崎市までの所要時間が

東九州道 県南区間の未整備時と比べて、約２４分短縮 

さくらヒルズ北郷整備事業

道の駅くしま

地域活性化拠点施設として
令和４年４月にグランドオープン

令和４年度開通予定
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輸送効率化により 地域の経済成長を促進 

注）インターチェンジ名のうち（ ）は仮称

【宮崎牛】史上初！
４大会連続で内閣総理大臣賞受賞！

【防災道の駅】道の駅「都城」

令和５年度リニューアルオープン予定

【H27.4移転】
都城市郡医師会病院

令和4年3月
開通

令和3年3月
開通

令和3年2月
開通

開通区間

整備区間
(国施行)

整備区間
(鹿児島県施行)

主な渋滞箇所

新たな工業団地を計画中!!

【移転工事中】
JA都城 本所

都城IC周辺地域の投資を誘発 
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令和２年 都城市畜産産出額

1,000

500

（億円）

724 661

355 342 324

0

２年連続全国一!!

全線開通時の
短縮効果 約30分!!

輸送時間が短縮され、県内各地へ
安定的な飼料輸送が可能！

県内で消費される飼料の
約７割を担う集積基地

基幹産業の競争力向上を支援 

完売間近!!
完成前から
申込み殺到!!
【R4.12完売】
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国県道被災箇所数の比較

西米良村 諸塚村 椎葉村 美郷町

半減 

改良済

改良済(H17以降)

事業中区間

未改良

位置図

令和４年台風第14号においても道路整備が効果を発揮！

過去最大級のH17台風14号と比較すると・・・

被災箇所数は
大きく減少！

平成17年
台風14号

令和４年
台風14号

約10%
アップ！

H17.9 R4.9 R4/H17 H17.4.1 R3.4.1

354 570 1.6倍 31% 44%
諸塚村 468 575 1.2倍 30% 40%
椎葉村 459 580 1.3倍 16% 24%
美郷町 628 695 1.1倍 50% 61%

道路改良率
町村名

最大日降水量（mm）

災害に強い道路ネットワークの整備を推進 

207箇所

104箇所
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36% 42%
53%

61% (63%)

20%

40%

60%

80%

100%

H17 H22 H27 R2 R4

緊急輸送道路の防災対策進捗率

災害から県民の命とくらしを守るため、避難や救命救急、
復旧活動等を支える緊急輸送道路ネットワークの整備を推進！

「被災する道路」から「救援する道路」へ！

宮崎市

西都市

日向市

延岡市

日南市

都城市

小林市

緊急輸送道路

１次ネットワーク(高速道)

１次ネットワーク

２次ネットワーク

未改良

日南高岡線
（日南市）

R3.3月完成！

国道５０３号
（諸塚村）

R2.1月完成！

高鍋高岡線
本庄橋

R2.9月
供用開始！

国道４４８号
石波工区

国道２１９号
小春工区

R2.2月開通！

77.2% 78.4% 82.4% 84.6% (85.0%)

60%

70%

80%

90%

100%

H20 H22 H27 R2 R4

緊急輸送道路の改良率

国道２１９号
越野尾工区

R4年度
供用予定！

北方北郷線
川水流橋

R4.12月
供用開始！
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橋梁の耐震性能強化で

大規模地震発生時における人流・物流の確保 

南海トラフ大地震発生時においても通行可能な状態を維持することで、
人流・物流を確保し、熊本、福岡方面からの支援を受けることが可能となる。

国道２１８号
（南海トラフ地震発生時、
熊本、福岡方面からの
支援ルートとなる。）

耐震補強

九州東進作戦の要となる国道２１８号（優先啓開ルート）の橋梁の耐震補強を推進

橋脚補強
コンクリート巻立て
（R5.11完成予定）

天馬大橋

座屈拘束ブレース交換（R4.9完成）

干支大橋

雲海橋

当板補強（R3.5完成）

上顔橋

基礎・橋脚補強（R3.3完成）

ひつじ橋

水平力分担構造・落橋防止構造（R3.3完成）槙峰大橋

粘性ダンパー（R3.3完成） 耐震補強検討委員会

青雲橋

済

済
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国際物流ターミナル

国際コンテナターミナル

工業用地
（計画）
24.5ha

日向製錬所㈱

東ソー日向㈱

中国木材㈱

旭化成㈱
日向化学品工場

乾電池の原料
国内ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

ｽﾃﾝﾚｽの原料
国内ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

製材国内
ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

リチウム電池用セパレータ
ﾄｯﾌﾟｼｪｱ 人工透析用ｶﾃｰﾃﾙ

国内トップシェア

旭化成㈱
東郷ﾒﾃﾞｨｷｯﾄ㈱

㈱科学飼料研究所

南日本くみあい飼料㈱

王子木材緑化㈱

接着剤・硬化剤生産

国内ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

避難階段 １６号岸壁

みなとオアシスほそしま

余島防波堤（改良）
（粘り強い構造化）

１９号岸壁

八興運輸㈱

第一糖業㈱

RORO船大型化 R2.2

39,874 

109,537 117,538 
140,044 139,274 

0
40,000
80,000

120,000
160,000

H25 H30 R1 R2 R3

１６号岸壁 整備により木材消費量の拡大に対応 

港の整備による 基幹産業の活性化 

重要港湾 細島港

原木を取扱う岸壁が整備され、

林産品輸移出量のさらなる増加が期待！

■細島港の丸太輸出量（年）
（m3）

■細島港の林産品輸移出量（令和２年） 九州1位

出典：国土交通省「港湾統計」

（ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ）

105,713 118,056 115,824 

353,326 358,503 

0

120,000

240,000

360,000

大分 八代 伊万里 志布志 細島

（原木、製材、木材チップ）

（速）

19号岸壁 新規事業採択
ＲＯＲＯ船の大型化に対応 

製材消費量増加と原木輸出量増加で林業再生に期待！

ＲＯＲＯ岸壁と背後ふ頭用地を整備細島

出典：財務省「貿易統計」

丸太輸出量
が約４倍に!!
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みやざき臨海公園

避難高台（北） 避難高台（南）

分譲地
＊売却済み（着色箇所）

防砂堤

航路
（R3 浚渫完成）

サイドスロープ整備により荷役時間を短縮 

重要港湾 宮崎港

サイドスロープ（車輌乗船用可動橋）設置により、
荷役時間短縮（２時間５０分から１時間４０分に）

陸路と海路の整備による 物流機能の拡大・強化 

避難高台（一ツ葉地区）

フェリー大型化対応（サイドスロープ）

新船「フェリーたかちほ」２０２２年４月１５日 就航
新船「フェリーろっこう」２０２２年１０月４日 就航

◎トラック積載台数の増加で、ドライバーの負担軽減

◎都市圏に向け、安価で大量輸送が可能

◎個室増加（29室から220室に）で、多様な旅客ニーズに対応

陸路と海路の整備により

貨物やフェリー乗降客数の増加に期待！

また、フェリー大型化との相乗効果も見込まれる！

新船「フェリーたかちほ」

たかちほ就航披露式（R4.4.13）
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駐車場舗装・トイレ設置
（クルーズ船受入環境整備）

物流関連ゾーン

既存岸壁を利用した
クルーズ船受入

コンテナシャーシヤード

木材チップヤード

オベーション・オブ・ザ・シーズ（16万㌧級）

岸壁改良
（国土強靱化）

原木ヤード

耐震強化岸壁により災害発生時の受入体制を確保 

M8.9の大震災発生時、日南市・串間市の約７万人へ

緊急物資の輸送が可能に！

重要港湾 油津港

◎耐震強化岸壁の整備（国土強靱化）
令和３年度完成

7,586 
15,627 

22,805 

36,521 

50,033 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H29 H30 R1 R2 R3（速）
出典：国土交通省「港湾統計」

◎油津港原木輸出量

県内の重要港湾（細島、宮崎、油津）に
耐震強化岸壁が配置され、災害発生時に

県内全域にスピーディかつ効率的に
緊急物資が行き届くことになる

王子製紙㈱
日南工場

原木の輸出増加に対応するため既存施設を活用 

港の整備による 県南地域の産業活性化 と

災害発生時における受入体制の確保 
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河道掘削やダム事前放流の効果を発揮 三財川 

令和4年9月台風第14号の最大24時間雨量が平成17年台風第14号
より約60mm上回ったにも関わらず、河道掘削やダム事前放流等の
対策により、河川水位が約70ｃｍ低下し、外水による家屋浸水被害
なし。

国土強靱化対策により
約47万m3の河道掘削を実施

事前放流により
従来よりも約137万m3確保

対策後対策前

【立花ダム事前放流】

【河道掘削】
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住家 住家計
床上 18
床下 20
床上 2
床下 17

家屋浸水件数

38

19

平成28年台風第16号

令和4年台風第14号
（令和4年9月末時点）

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策事業等により
集中的に河道掘削（H30～R3で約14万m3）及び河川内の樹木伐採を実施

河道掘削により浸水家屋数が半減 五十鈴川 

【五十鈴川位置図】
いすずかわ

五十鈴川

中原橋雨量局

対策前

対策後

令和4年9月台風第14号の最大24時間雨量が
平成28年台風第16号より約170mm上回った
にも関わらず、河道掘削により、河川水位が
55ｃｍ低下し、浸水家屋数が半減。

対策実施により
被害軽減

H28最高水位 8.76m
 (0.55mの水位低下)
R04最高水位 8.21m

R04最大24時間雨量515mm
 （H28を上回る雨量）

H28最大24時間雨量348mm
氾濫危険水位
避難判断水位

更生橋

五十鈴川

※家屋浸水件数等の数値は速報値であり、今後の水害統計調査の結果によって変動する場合があります。
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「いのち」と「くらし」を守る
ハード・ソフト一体となった土砂災害対策により

地域防災力が向上 

計画的な施設整備により土砂流木を捕捉し、下流の被害を防止
【令和４年台風第14号】

令和３年度「土砂災害防止に関する絵画・作文」
作文小学生の部 優秀賞（事務次官賞）

「きけんをなくそう」（宮崎市立那珂小学校３年生）

じゅぎょう中、 (中略) 先生が、「土石りゅうがおこらないように、学校の

うら山を工事しているんだよ。」と教えてくれました。(中略)

土石りゅうがおこる前に、工事をしてもらえてよかったです。(中略)いつ土石りゅう

がおきるか分からないので、いつでもにげられるように、ひじょう食や水を用意し

て、ひなん場所を家族で決めておこうと思いました。 (中略)

宮崎は、山が多くて大雨がふるときけんな所が多いので、工事がすすんで安心してく

らせる町になるといいと思います。

施設整備をきっかけに、地域住民の防災意識が高まり、

ハード・ソフト両面からの地域防災力が着実に向上

土砂災害警戒区域
指定状況

市町村による
危険箇所等周知看板設置

コロナ禍での土砂災害
を想定した避難所体験

地域の防災力を高める警戒避難体制の強化

土砂災害から命を守るインフラの強化

美郷町内での危険箇所周知が充実
２９基設置(R2,3年度)

指定率100%(R3年度末)を達成

土砂災害警戒区域15,276箇所

指定率
91.6%

指定率
100.0%

令和3年3月末 令和4年3月末

未指定率
8.4%

土砂災害防止
教室・講座

都城市(R4.6.9)
日南市(R4.6.5)

R4.9.30R4.6.23

令和2年完成

令和元年９月（被災） 令和４年９月（台風第14号）令和３年６月（完成）

不安定土砂

崩壊箇所

既存施設

【通常砂防事業】平成21年完成
ずり口谷川砂防堰堤（椎葉村）
堤高H=7.5m 堤頂長L=39.5m

R4.6.29 R4.9.26

竹之元川
砂防堰堤

ずり口谷川
砂防堰堤

県内の参加人数がこれまでに
延べ2万9千人以上(H21年度 )

○河川名 一ツ瀬川水系竹之元川（西米良村）
○被災状況 住宅等被害 床上浸水２世帯

公共施設被害 林道崩壊L=145m

【災害関連緊急砂防事業】
竹之元川砂防堰堤
堤高H=6.0m 堤頂長L=35.0m

【台風第14号状況】 (西米良(気)雨量観測所)

連続雨量672mm、時間最大雨量47mm

土石流捕捉量 約5,000m3(推定)

【台風第14号状況】 (岩屋戸雨量観測所)

連続雨量713mm、時間最大雨量42mm

土石流捕捉量 約3,500m3(推定)

信成町－１地区
(宮崎市)

土砂災害警戒区域指定率
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避難高台
R4.3完成

直高8m

7千m2 5千m2

陸上競技場

木の花
ドーム

ひむかスタジアム
（第2硬式野球場）

第2陸上競技場

盛土総量15万m3
東九州道の残土や国土強靱化の河川掘削土等を
有効活用  

避難デッキ（サンマリンスタジアム宮崎）

①「スポーツランドみやざき」の中核施設である宮崎県総合運動公園に津波避難施設が完成 

② 県内市町の都市公園において、防災公園の整備を推進 

日本のひなた宮崎国スポ・障スポ2027開催に向けた

公園整備で防災力向上を推進 
青島

サンマリンスタジアム宮崎
・読売巨人軍 ・フェニックスリーグ
・WBC侍ジャパン強化合宿（R5.2.17 2.27）

第3競技場（サッカー場）
・大宮アルディージャ(J2)
・ファジアーノ岡山(J2)

ラグビー場（国スポ会場）
・徳島ヴォルティス(J2) ・ＦＣ岐阜(J2)
・パナソニックワイルドナイツ（ラグビー） 陸上競技場（国スポ会場）

・東京五輪事前合宿
ドイツ陸連、スピードスケート日本代表

・鹿島アントラーズ(J1)、 ベガルタ仙台(J1)

木の花ドーム
・読売巨人軍

ひむかスタジアム
・読売巨人軍 ・フェニックスリーグ

宮崎県
総合運動公園

テニス場（国スポ会場）
全24面ハードコート化

自転車競技場
（国スポ会場）

ソラシドエア
サーフィンセンター木崎浜

1

直高8m

2

3 4 5 6

① ⑥:避難デッキ

南海トラフ巨大地震等による津波から、公園全体で約６万１千人の避難が可能に 

防災力向上とともに、安全・安心な総合運動公園として、今後、合宿等のスポーツ誘客の

更なる増加にも寄与することが期待される 

災害時の防災拠点としての活用イメージ

広域救急援助隊
（警察）

資材置場

備蓄倉庫
災害派遣部隊
（自衛隊）

避難所

避難広場

ヘリポート

日本のひなた宮崎国スポ・障スポ2027の競技施設となる公園整備と併せて、沿岸地域の

後方支援拠点としての機能を持つ、防災公園の整備を推進中 

（県内２市（都城市、延岡市）において、防災公園事業化済み）

主陸上競技場
（新県営陸上競技湯）

投てき練習場

補助競技場

多目的広場

体育館
（既設）

新県営陸上競技場完成イメージ（都城市 山之口運動公園）
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鉄道高架と一体となった 魅力あるまちづくりの推進

市街地の整備に伴う
イベント回数・集客数
の増大 

日向市駅周辺地区

まちのにぎわい、活力の再生を図るために、４つの施策を同時に進め、
抜本的な都市構造の改変を行うことで、中心市街地の整備を推進 

・連続立体交差事業 鉄道を高架化し分断された駅周辺地区の一体化

・土地区画整理事業 都市基盤整備による交通利便性等の向上

・商業集積区域整備事業 飛び換地の手法による商店街のコンパクト化、商業基盤施設の整備、
ソフト事業等による中心市街地の商業の活性化

・交流拠点施設整備事業 交流拠点広場（広場公園）や市民交流プラザ等の複数の拠点施設の整備による
にぎわい空間の創出

飛び換地の手法により商業集積された街区

中心市街地の整備に伴い、市民企画のイベント数・集客数も増加し、
市民協働による持続的なまちづくり活動が活発化している。

整備前
整備後

令和５年に第一工区整備完了予定 

H20 80団体(1514人）
旧会場 日向市市役所前広場

R1 111団体(2189人）
会場 交流拠点広場（広場公園）

約1.4倍日向ひょっとこ夏祭り参加数
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